
青梅から秩父への道中、雨がやみ、この時期らしい瑞々しい紫陽花を撮ることができました。 学校教員　大城　忠之
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当院の永年の夢であった『新病院更新築』の通知を機構本部から受けたのが、平成17年11月のことでし
た。それから基本構想、基本計画、整備資金の償還計画等、機構本部との詰めを幾度と無く重ね、大分時
間が…というより大分月日が経ってしまいました。皆さん方に更新築工事に関する情報をお知らせする機
会を失しておりましたので、この紙面を借りてご説明します。
現在、実施設計図を（株）ＮＴＴファシリティーズが制作中でありますが、途中経過報告と将来図につ

いて概要をお知らせします。
新病院建築の基本方針は現在の診療機能を維持、拡大し、当院の理念である「患者様中心の医療」「地域完
結型医療」「地域で選ばれる医療」です。特に新病院開院を契機に横浜市より『横浜市南西部地域中核』と
して位置づけられ、更には、今年度中に地域医療支援病院の取得を目指し申請予定であることなど、真に
「地域で選ばれる医療」で進むことです。
新病院の計画概要及びスケジュールは、病床数510床（一般470床、精神40床）、外来患者数710人で計画

してます。診療機能としては、常に高い評価を受けている脳や心血管等の循環器や、腹部救急などの救命
救急センターを充実させ、24時間365日の小児救急も医師を確保し、ＮＩＣＵ・ＧＣＵの立ち上げなど地域
の医療機関の先生方のご要望に即応でき、利用しやすい総合医療センター（地域医療支援関係病棟）や内
科外科という垣根の無い臓器別センター、乳房や婦人科疾患などのレディースセンター、母子センターの
設置などを構想としています。
新病院は延べ床面積が33,000㎡、病棟部門が７階建、外来管理棟・手術救命センター部門が３階建のＲＣ
造で免震構造設計です。エネルギー棟は別棟で考えてます。

現在、建築委員会における各部会と設計事務所とのヒヤリングを行い、実施設計図の作業中で当初計画
に対する進捗が非常に遅れておりますが、22年４月の新病院開院だけは死守しなければなりません。職員
一人一人が“自分たちで病院を建てるんだ”という気持ちを持って頑張っていただきたい。
夢を実現させるため、皆さんの協力を得ながら激務の毎日と戦い、素晴らしい病院を建てていきます。ご
支援願います。

新 病 院 開 院 に 向 け て
事務部長　千田　隆夫

【計画位置図】 【完成予想平面図】

整備計画スケジュールは
・１９年３月～１９年６月 基本設計図の作成
・１９年６月～１９年１０月 実施設計図の作成
・２０年２月 工事入札
・２０年３月 工事の着工
・２２年２月 新病院完成
・２２年４月 新病院開院
・２２年５月～ 既存建物取り壊し

駐車場及び緑地の整備



新 看 護 学 校 の 紹 介

当校は昭和38年に国立横浜病院附属高等看護学院として開校し、この長い歴史の中で4回の
校名変更をしながら看護基礎教育を実践し歩んでまいりました。この4月に「独立行政法人国
立病院機構 横浜医療センター附属横浜看護学校」と新たな校名で船出をいたしました。丁度
45年の歴史を刻んだ、その節目の年に一学年定員80名の大型校としてスタートできましたこと
は、国立病院機構はじめ、国・県・医師会並びに地域住民の皆様の温かいご支援とご協力の賜
物と感謝申し上げます。
緑豊かな記念樹に囲まれた旧校舎への愛着を感じながら、5月の連休に新校舎への引っ越し

を完了いたしました。新一年生を迎え、学生数も一挙に増えました。授業の合間の休憩時間や
お昼休みの時間は、賑やかな学生の声が校内を響き渡らせ若いエネルギーに満ち溢れておりま
す。校舎は四階建で体育館を併設したシンプルな構造ですが、とても機能的に設計されており
ます。200名が受講できる視聴覚室や80名の学生が一同にコンピューター操作ができる情報処
理室をはじめ、看護教育では重要な看護実習室、在宅看護実習室など充実させています。この
ような学習環境の整った中で授業が進められておりますが、今後公開授業や学校の開放等を行
い、開かれた学校として機能していきたいと考えております。
当校は看護を実践できる人を育てるために

一人一人を大切にする豊かな人間性の育成
科学的根拠に基づいた問題解決能力の育成
自ら成長する能力の育成

を目指しております。
学校長は病院長が兼任ですが、副学校長・教育主事（2名）・教員（10名）は専任です。又、
事務長・事務主任も病院兼任ですが、教職員が一致団結し手作りの教育を目指しながら、有能
な人材の育成に努力したいと思っております。学生と共に新しい学び舎で活動していきたいと
思いますので、今後とも関係各位の一層の温かいご指導・ご支援をお願い申しあげます。

副学校長　芦澤　トモ子
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新校舎からはじめまして



当院は平成14年4月に戸塚区戸塚町の土屋クリニックビル１階に開院し、今年で開院５年目になりました。

場所は、戸塚駅方面からですと国道１号線の下郷入口から大船駅方面に下った横浜地方法務局の横で、南

戸塚小学校入り口に位置します。お車でご来院の方にも便利なように15台分の駐車場があり、ベビーカー

や車いすで直接院内に入っていただけます。

小児科一般を中心に、循環器科、アレルギー科、内科を標榜していますが、地域のプライマリ・ケアに

十分に対応できるように心がけて日々診療しています。受診者の多くは小児で、乳児健診、予防接種、喘

息やアレルギー性疾患、かぜ症候群などの患者様が来られます。地域密着型の診療所を目指していますの

で、お近くの成人の患者様で、高血圧などの循環器疾患、感染症などの急性疾患、成人検診の方も受診さ

れています。小児循環器疾患に長年携わってきたため、横浜市の学校心臓検診の二次医療機関として参加

させていただいておりまして、初夏の検診シーズンには、心電図、X線、心エコー、ホルター心電計などに

活躍の場が与えられます。シャウカステンの胸部レ線写真を見て心胸郭比を測り、心電図所見を記載する

時には、以前、大学病院にいた頃の診療パターンの記憶が少しよみがえってきます。

病診連携とよく言われますが、プライマリ・ケア医の診療所と横浜医療センターのような高次の中核病

院の結びつきは非常に重要と思われます。小児科をはじめ、種々の診療科に、重症疾患、より高い専門性

の必要な疾患をご紹介すると快く受け取っていただき、また、適切にご指導いただきまして非常に感謝し

ています。時には近所の患者様を横浜医療センターからご紹介いただいたりしています。これからも地域

の医療をそれぞれ分担して理想的な医療圏の構築に参加していきたい所存です。

地 域 医 療 連 携
病診連携 施 設 紹 介

しばた医院

しばた医院
診療科目：小児科・循環器科・アレルギー科・内科

〒244-0003 戸塚区戸塚町2810-8 土屋ビル1F
ＴＥＬ045-865-6666 ＦＡＸ045-865-3033
診療時間　月・火・水・金　9：00～12：00 15：00～18：00

木　　　　　　　9：00～12：00
土　　　　　　　9：00～13：00
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左側　柴田　利満院長



横浜医療センター病例検討会・研究会開催のお知らせ 

西横浜整形外科症例検討会 

開催日時 

開催場所 

連 絡 先  

毎月第3木曜日　午後 7時 ～ 

当院大会議室 

日塔整形外科部長 
045-851-2621（代） 

横浜藤沢消化器疾患研究会 

開催日時 

開催場所 

連 絡 先  

毎月第2月曜日　午後 7時 ～ 

当院大会議室 

小松外来診療部長・松島消化器科部長 
045-851-2621（代） 

各症例検討会・研究会にご興味をお持ちの先生は、 どなたでも参加を歓迎いたしますので、 ご連絡下さい 

お 知 ら せ コ ー ナ ー
医療安全管理室より
医療安全の日　～Memorial Day～

当院は、毎年4月13日を、医療安全を振り返る「医療安全の日～メモリアルデー」と定めています。
今年度は院外講師をお招きし、医療事故についての事例をまじえながら講演を行って頂きました。講
師の言葉の中から、医療事故は患者様の悲しみはもとより私達、医療従事者にとっても、取り返しの
つかない重大な事柄であるという事が切々と伝えられ、身の引き締まる思いで聴講を終えました。参
加者数も190名で、全職員数の1/3が参加し、各職場での医療安全に向けた関心の高さが伺えました。
また講演会後の職員アンケートでも様々な声が聞かれましたので、その一部をここに紹介します。
＜アンケートより＞
○他人ごとではなく常に危機意識をもって仕事をしていく必要性を改めて感じた
○患者様やご家族に誠実に向き合える医療者でいたいと思った
○経験を積むと同時に自信も出て、ミスは後輩が多いと考えていた自分が恐ろしくなった
○当事者の気持ち、家族の気持ちと、あらゆる角度から考えさせられる機会となった
○1年目の看護師です。自分の責任の重さを怖いほど痛感しました
など沢山の意見が寄せられました。また各病棟の医療安全推進担当者である、看護師長からは以
下のような感想が聞かれました
西３病棟師長：講演会の感想を皆で話し合い、確認行動の徹底、問題意識共有の重要性を再確認し

合いました。
西４病棟師長：講演会では看護業務における責任の重大さを、改めて実感させられました。

病棟の安全委員を中心にリスク感性を高められるよう取り組んでいく事を確認し合
いました。

西５病棟師長：参加できなかった職員にも伝達できるよう資料は閲覧可能な状態に設置していま
す。病棟会議でも情報提供を行い、他人ごとではない事を伝えて行きたいです。

ICU担当師長：講演会後は自然にディスカッションが始まり「今、私たちに問題となっていること
はないか」などの疑問や思いを話し合うことができました。

医療の安全は、医師や看護師一人ひとりが確実な行為をすることはもちろんですが、コメディカル
を含めた医療従事者と、患者様ご自身と、そしてご家族の皆様の協力を得ながら、今後も医療の安全
確保に努めて行きたいと思います。

医療安全管理係長　小林洋子

- 4 -



お知らせコーナー

４月より小児科に赴任いたしました菅井和子
と申します。専門は気管支喘息、食物アレルギ
ー等のアレルギー疾患です。鏑木部長とは、神
奈川県立こども医療センター時代から、横浜
南共済病院では５年間下で勉強させていただ
き、かれこれ10年以上お世話になっており
ました。また、国立岡山病院（現国立病院機構
岡山医療センター）小児医療センターで研修
医時代を過ごしましたため、再びの国立病院
勤務であり「初心に返って」という心持ちで
おります。何卒よろしくお願い申し上げます。
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新採用医師紹介！

臨床検査科で行っている検査は検体検査と生理検査に大別されます。検体検査には血液や尿中物質の分析（血液、生化学、

血清、一般検査）、微生物の培養同定（細菌検査）、組織や細胞の形態を観察し診断を行う病理検査などが含まれます。生理

検査には心電図や脳波、超音波、呼吸機能検査などが含まれ、いろいろな装置を用いて測定を行っています。また、これら

は更に細分化され、検査項目は膨大な数となります。

臨床検査を行う目的は病気の診断および病気の進み具合、治療方針、治療効果の判定にありますので、診断の推定や病態

の把握にはスクリーニング的に比較的多くの検査項目が必要となり、確定診断が得られなければ必要に応じて追加の検査が

実施されます。また、診断確定後の治療効果の判定を目的とするなら、それに見合った項目を選択するなど適宜必要な検査

項目を決定し検査を進めていくことになります。

検査値の見方についても同様に、状況に応じて依頼された検査結果を総合的に判定したものが、診断を行う材料となりま

す。人間ドックや健康診断、診察前検査などで検査結果と基準値（いわゆる正常値）が記載された報告書を見る機会もある

と思いますが、メタボリックシンドロームなどは診断基準（空腹時血糖110mg/dl以上など）も定められており、健康を考え

る上で定期的な健康診断と検査値を意識することも有意義と考えます。また、その他の検査項目でも基準値に対して自分の

値がどの位なのか、肝臓や腎臓など臓器別に見るとどうかなど検査値を意識して頂きたいとも思います。

しかし、検査値を見る上で注意したいのは、「基準値だから健康、基準値からはずれているから病気」とは言えない点で

す。基準値の設定は、概ね正常な人の95%が当てはまるように設定されていますので、健康な人でも基準値からはずれるこ

とがあり、その逆もあります。さらに、検査値は食事やストレス、検査日の体調などによっても変化する項目があります。

また、腫瘍マーカーなど標準化の進んでいない検査項目が多数有り、施設（測定装置、試薬）により検査値が大きく異なる

点にも注意が必要です。したがって、正常、異常の判定については検査を受けた方の病歴や、現在の状態、レントゲン、Ｃ

Ｔ、ＭＲＩなど他の検査所見をあわせて、医師による総合的な判断が重要と考えます。

臨床検査の進め方、検査値の見方 副臨床検査技師長　　林　亮

□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■

□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■

□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■

□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■

□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■

小児科医長　菅井　和子

循環器科医師　八代　文

整形外科医師　小椋　研

麻酔科医長　土井　智喜

外科医師　清水　哲也

整形外科医師　河井　卓也



４月に61名の新採用者を迎え、３ヶ月が過ぎました。横浜医療センタ－では国立病院機構ＡＣＴＹナ－スのキャ

リアパスに基づき、教育目的・目標を設定して教育計画を立案・実施しています。教育内容は、新人看護師が今後

３年間、院内の集合教育と現場教育を受けながら、専門職として質の高い看護提供ができることを目指しています。

新採用の皆様はプリセプタ－の指導を受けながら少しずつ成長して、過緊張の中にも、気持ちに少し余裕を感じ

るようになった頃でしょうか？　又そろそろ、夜勤という新たな体験に対して、不安と期待を抱いている時期だと

思われます。新採用者は自ら主体的に学習、自己研鑽をしながら、ＡＣＴＹナ－スに提示されている経年別の到達

目標を定期的に確認し、課題に向って努力して欲しいと考えます。

私達の職場には安全・安心が強く求められています。新採用者オリエンテ－ションにおいて、医療安全係長と感

染管理認定看護師から感染や事故防止について基本的なことを指導して頂きました。患者さまと自分を守る為に是

非、研修で学んだ手順に沿って焦ることな

く、確実に実行しつづけて欲しいと思いま

す。

また、プリセプタ－や先輩看護師は、新

採用看護師の役割モデルとなり、不安全行

動の無い病棟を目指し、病棟全体の安全教

育を向上させて下さい。

教育担当看護師長としては新採用者が全

員、元気で明るく、自主性のある看護師に

成長し、得た力を発揮していけることを心

より願っています。

看護部だより
シリーズ 

看護部・教育担当看護師長　植木　富子

●●●新採用看護師61名　安全をモット－に！●●●

「仕事が忙しくなって太った」「転勤してから太った」「退職してから太った」「過度のストレスが～」etc…太って

しまったのには、ワケがあるのです。肥満の原因は様々ですが、肥満を招く一番の原因は、やはり食べ過ぎです。

その他にも食事時間や食べるスピード、環境などいろいろなことが関係するので、食事の内容や量だけでなく、食

習慣も見直すことが必要です。肥満の原因はいくつかあり下記①～⑨が複合して発症するケースが多いです。

①加齢　②高カロリーの食事　③早食い　④夜型生活　⑤アルコール・お菓子の摂りすぎ

⑥外食が多い　⑦つきあいが多い　⑧体質・遺伝　⑨運動不足

栄養相談での食事記録の実例をご紹介すると、

１）ご飯はお茶碗に軽く一杯程度と主食は少なくして、主菜は制限無しで食べている。いわゆる「おかず食い」が

多いようです。おかずが多くなると塩分・脂肪の摂りすぎに繋がるので、ご飯は適量を食べて腹持をよくし主

菜（肉・魚・卵・豆腐）の一品、副菜（野菜・海草・きのこ）の組み合わせを意識するとよいでしょう。野菜

はサラダ・酢の物・お浸し・煮物など毎食摂るようにすることです。

２）外食が多く自炊できない場合は定食メニュー、単品でも野菜のとれるもの選ぶこと。コンビニ・スーパーのお

総菜を上手く組み合わせればバランスのよい食事ができます。週に１回でも時間に余裕があるときはお浸しだ

けでも作って食べるなど、出来ることからやってみてみることです。

３）嗜好品：アルコールは胃液の分泌を増し食欲を増進させてしまうので（適量：ビール350ｍl/缶・チューハイ

２杯/グラス）一度に飲む量を決めて休肝日を作ること。お菓子はほどほどに、間食として果物・乳製品をす

すめます。果物や牛乳はカルシウムやビタミンを摂ることができます。

さあ、春です！食生活の改善と適度な運動（体を動かすこと）をはじめてみませんか。

栄養主任　高倉　さつき

●●●～肥満症の食事療法～●●●
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５月26日（土）、前日の大雨が嘘のような快晴に恵まれ、横浜看護学校竣工記念式典・祝賀会を新築間もない、
視聴覚室、体育館にて開催いたしました。
この４月から１学年定員80名の大型校として独立行政法人国立病院機構横浜医療センター附属横浜看護学校と校
名変更して動き始めました。
遡れば、工事着工の遅れ等もあり、新入生のみが新校舎で、２～３年の在学生が旧校舎でと別々での新年度スタ
ートとなりましたが、教職員全員が出勤して５月の連休には旧校舎から新校舎への引越及び物品搬入の為の作業を
行い、無事５月７日（月）から全学年新校舎での授業を開始することができました。
竣工記念式典は、学校長の挨拶（平成18年度第42回生の卒業で４５年前の開校以来1,555名の卒業生が全国各地

で活躍している。）に始まり、約150名の方々のご臨席を戴き、坂井学衆議院議員、山西担当理事、地元戸塚区選出
市会議員等多くのご来賓の方々より心温まるご祝辞を頂戴いたしました。また、祝電も多数ご披露させていただき
ました。
正午過ぎ祝賀会は、体育館での同窓会から寄贈のあった“どん長”等のお披露目もあり、終始和やかな雰囲気で、
町内会長、大正住宅管理組合理事長、大
正団地自治会長、同窓会役員の方々等多
くのご来賓の方々との親交を深められた
ものと思っております。
今後とも皆様方のご支援・ご協力を宜
しくお願いいたします。

ＮＨＯ横浜医療センター附属横浜看護学校竣工記念式典・祝賀会

管理課長　茅根　広

近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ、5月12日を「看護の日」と制定されている。
「看護の日」制定の趣旨は高齢化社会を支えていくためには、看護の心、ケアの心、助け合いの心を私たち一人ひ
とりが分かち合うことが必要です。こうした心が、老若男女を問わず誰もが育むきっかけとなるよう、旧厚生省等
により、1990年に「看護の日」が制定されました。
そして、5月12日を含む日曜日～土曜日までの１週間が「看護週間」です。
当院では5月６日から5月12日までを「看護週間」として、広報活動や看護への理解を深める啓蒙活動を行いまし
た。

5月11日は写真のように玄関にナイチンゲール像を置き、
盛花を添えて看護の日をお知らせしました。当日は2名の看
護師長がインフォメーション対応しながら、「看護の日・看
護週間とは」についてのパンフレットを配布しました。患者
様からは「介護相談ができるといいね」とご意見を頂き、今
後の課題としました。

来年度は各病棟の委員の協力を得て、看護相談を受け入れ、
横浜医療センターの看護を伝える行事としていきたいと思い
ます。

「看護の日」の行事について

看護研究会会長　　浄泉　英子
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糖尿病フェアーを５月28日（月）10時～12時、当院大会議室にて開催しました。今年で５回目を迎えました。糖
尿病チームケアユニットの、取り組んでいる内容を患者様に知って頂くことを目的として、医師や看護師の他に検
査技師・栄養士・薬剤師・理学療法士が企画運営しています。今年度の参加者人数は57名でした。

内容を紹介すると、
１. 糖尿尿教育入院の紹介
２. 血圧測定・血糖測定
３. 宅配食・低カロリー甘味料・低カロリーの和菓子・アイスクリームの紹介及び試食
４. 糖尿病治療薬の相談
５. フットケア指導
６. 筋力トレーニング・ストレッチ
７. 糖尿病網膜症について・・・「めんだんず」による実体験
８. メタボリックシンドロームについて・・・腹囲測定・体脂肪測定
９. 宇治原統括診療部長の講演

テーマ「数字」 ～覚えよう・目標にしよう～

毎年、来院された方々のお目当ては宇治原統括診療部長のお話です。今年は、プログラムの最後にしたので、ほ
とんどの方が会場に残られていました。
会場では、理学療法士に熱心に運動療法について質問されている方、「めだまんず」の模型を興味深くのぞいて

いる方、宅配食や低カロリーの和菓子を試食されている方、食事療法について質問されているかたなど、各コーナ
ーで熱心に質問され、有意義な時間を過ごされていました。参加された方々へアンケートをお願いしたところ、47
名の方に回答して頂けました。やはり一番
の興味は先生の話で33名、次に各種測定24
名・血糖測定21名・運動の実践指導15名と
いう結果でした。また、様々な貴重な意見
も頂き、次年度はさらに参加される方々に
糖尿病について理解していただき、教育入
院により、血糖のコントロールが改善し合
併症の予防が出来るように、糖尿病チーム
ケアユニット一丸となって頑張っていきた
いと思っております。

第5回糖尿病フェアーを終えて

糖尿病チームケアユニット委員長　西4階師長　　三崎　洋美

去る6月23、24日、本病院附属看護学校を会場にアメリカ心臓協会（AHA）認定BLS（基礎心肺蘇生法）講習会が行われ
ました。本院の職員を中心に42名の参加があり、充実した講習となりました。
AHAのBLSコースは世界的に認知された最も標準的な講習であると同時に、効果的な成人教育、という教育学的見地か

らも高い評価を受けたコースです。全世界で同じ教材を用いて開催されています。
本院では初めての開催で、快く会場をお貸し下さった看護学校の先生方のご協力もあり、大成功であったと思っており

ます。参加された職員の救急医療の知識、手技は今まで以上に向上したことと思います。
今回は4人の受講生に大人、小児、乳児のマネキンが2体ずつ、インストラクターが一人付き、DVDを見ながら、体を動

かすことで知識、技術を覚えていく様になっています。体力を要する部分もありますが（筋肉痛が出た人も多いのではな
いでしょうか？）、最も重要な部分を確実に持ち帰って
もらう事を主眼においています。
そうは言っても疲れてしまっては講習ができません。飲
み物、軽食も楽しみつつ、持ち上げ上手なインストラク
ターに乗せられて、6時間はあっという間に終わったの
ではないでしょうか。コーススタッフ全員、参加者の皆
さんが楽しく、そして確実に手技や知識を身につけて帰
るために頑張っています。
今後も定期的に開催を予定していますので、お手伝い下
さる方大歓迎です。

ＡＨＡ　ＢＬＳコースが初開催されました

手術部長　宮崎　弘志
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（H19.4.2～H19.7.1）

大正小学校の登下校時間帯交通整理について
６月１日より、新病院の建替工事に伴い、原宿町内会の要望
を受けて、病院正門前横断歩道の歩行者と工事車両との交通事
故防止に努めます。
具体的には、大正小学校の下記登下校時間帯について、駐車
場管理業務委託を拡大して、交通整理員を配置致しました。
新病院建替までの間、工事車両の敷地内進入が多くなります
が、交通安全に最善を尽くしますので、ご理解ご協力の程、お
願い申し上げます。（企画課）

記

交通整理員配置時間帯（平日の毎日）
登校時間　　7：30～ 8：30
下校時間 13：30～15：30

募集職種：非常勤看護師 
勤務時間：4月より週32時間 
　　　　　（勤務日・時間応相談） 
給　　与：時給1,520円 
　　　　　（月額約190,000円） 
連 絡 先：管理課給与係　篠原 
電話番号：045－851－2621
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